
 

 

  

  

 

 

 

 

 

  1１月は、熊本市全体の小中学校で「心かがやけ月間」の取組を行っています。「心かがやけ月間」は学校・園・家 

庭・地域が連携して子どもたちの豊かな心を育むために、平成１９年度にスタートしたものです。 

本校では、縦割り班ごとの正門での挨拶運動（11月１日～１５日）をは 

じめ、各学年で以下のことを行います。 

 

○ 低学年…老人会の方々との「昔遊び」「ふれあい給食」 

○ 中学年…「福祉体験」 

○ 高学年…「平和講和」 

  

また、11月28日（木）を親子道徳の日とし、各学級で道徳の授業を公 

開いたします。３・４・６年生の保護者の方には、道徳ノート「生きる力」 

の最後のページに「保護者記入欄」がありますので、ご感想などご記入頂い 

たら幸いです。時間がない場合は、サインでも構いません。どうぞご協力を 

お願いします。                             【 朝のあいさつ運動 】 

 先日の全校集会では、子どもたちに北 

原白秋さんの「ひとつのことば」という 

詩を紹介しました。言葉は心をもってい 

ます。とげのある言葉は受け取った人の 

心を傷つけるのはもちろん、使い人の心 

も傷つけていきます。反対に美しい言葉 

は使う人の心も言葉を受け取った人の心 

もきれいに潤してくれます。 

子どもたちには、「言葉は簡単に人の心 

を傷つけてしまう。傷ついた心をもとに 

もどすことは難しい」ことを話し、「日ご 

ろ使っている言葉をしっかり見つめ直し 

てみよう」ということを話しました。 

 ぜひご家庭でも、お子様の言葉遣いに 

 ついて見つめていただければと思います。        【 「ひとつのことば」 北原白秋 】 

 

 

 先日11月7日（木）が「立冬」でした。暦のうえでは「冬の始まり」とされています。（秋を感じる期間がと 

ても短くなっていると感じます…）先週までは「半そで」で過ごす子どもたちも多くいましたが、今週は「寒い寒い」 

と言いながら背中を丸めて登校してくる子どもたちの姿が見られました。 

 今週は体調を崩す児童も多くなってきています。最近の季節の変わりようには、なかなか体も心もついていかない 

なあと感じる今日この頃です。 
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楠小は創立５５年目を迎えました。 
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